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建設部花と緑の課 

会津総合運動公園陸上競技場基本設計について 

１．会津総合運動公園整備事業について 

会津総合運動公園は、計画面積 30.0ha で昭和５８年に事業着手し、現在までに、体育館、

野球場、多目的広場、テニスコート等の運動施設と、プロムナード、わんぱく広場、モニュメン

ト広場、休憩広場等の園路・広場施設、さらに駐車場、外周水路等の便益施設、管理施設等

を整備しており、平成１８年度末現在の供用面積は 21.45ha、進捗率は 71.5％である。 

未整備で残る最後の運動施設である陸上競技場について、今年度、駐車場等の外構を含

む約 4.5ha の基本設計を実施したものである。 

２．陸上競技場基本設計について 

  基本設計に当っては、会津地域の陸上競技・サッカー競技の競技力向上を図るとともに、一

般の人々にも観る楽しみ、競技する喜びを味わうことができる、健康づくりの一助となる施設と

なるよう全天候型の競技場とし、また天然芝のインフィールドでサッカー競技を行なえるよう検

討した。 

  具体的には、㈶日本陸上競技連盟第 3 種公認の取得と、陸上競技の県大会を開催すること

ができる施設とすることを目標に、必要な施設内容について競技団体とも協議を重ねながら検

討するとともに、周辺環境の保全や景観を考慮しながら、競技場周辺の空間構成を検討し、可

能な限り多くの駐車台数を確保する計画とした。また、各施設はユニバーサルデザインの基準

を用いて設計を行い、さらに、メインスタンド正面には「会津らしさ」を意識したデザインを取り入

れる計画とした。 

  主な整備計画内容は次のとおりである。 

・トラックは１周４００ｍ８コース（メインスタンド側直走路のみ９コース）全天候型舗装を計画 

  ・障害物競走用水濠と跳躍、投てき競技に必要な施設を計画 

  ・写真判定機を計画 

  ・スタンド外周部に練習用走路及び砂場を計画 

  ・FIFA（国際サッカー連盟）規格内のサッカーコートを計画（105ｍ×68ｍ） 

  ・観客数はメインスタンド（約 1,500 人）と芝生のサイド・バックスタンド（約 5,600 人）合わせて

約 7,100 人であり、メインスタンドには車いす利用の観客のためのエレベーターを計画 

  ・競技場周辺に約 440 台の駐車スペースを計画 

・夜間練習用の照明施設（レクリエーション程度の照度）を計画 

３．概算事業費について 

  上記計画内容に基づく概算事業費を、競技場周辺外構整備も含め約１，５７０百万円と試

算している。なお財源としては、国庫補助金のほか市町村合併に伴う特例事業債を見込んで

いる。 

４．今後のスケジュールについて 

  本基本設計を受け、さらに詳細な検討を行なう実施設計を行い、会津総合運動公園整備事

業の事業認可期間である、平成２４年度までの完成を目指し取り組んでいく。 






